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大いなる夢を抱いて 進め黎明生！ 
 
大いなる夢を抱いて今年も新入生が古川黎明中学校・高等学校に入学しました。新入生のみなさん、ご入学お
めでとうございます。これからみなさんが送る３年間又は６年間は今後の長い人生の土台となる大切な時間で
す。「まだ見ぬ本当の自分」「未見の我」を探して、たくさんの仲間とともに切磋琢磨しながら、充実した時間を
重ねていってくれることを心から願います。 
さて、この春の卒業生の進路状況をまとめました。これまでの学校生活の最後の仕上げとして、それぞれの進
路決定があり、この数字の裏には先輩たち一人一人の日々の努力と、未来の扉を自らの手でこじ開けようとす
る強い意志があったことを感じてもらえればと思います。この結果の中には、在校生のみなさんが憧れる進路
先も多く含まれていることでしょう。先輩たちもそんな憧れを現実に変えてきたのです。まずは憧れを目標に
変え、そしてその実現のために今どう動くべきかを考えましょう。 
大学合格や専門学校合格、就職がゴールではありません。将来、「どんな人になりたいのか」「どんなことを成
し遂げたいのか」「どんな人生を歩みたいのか」を考えて成長を続け、長い人生を振り返ったときに、良い人生
だったと感じることがゴールだと思います。そのために、この古川黎明で「何のためにどんなことを学ぶか」を
常に念頭に置いて学校生活を送ってください。貴重な３年間または６年間で、ここでしかできない経験を多く
積み、古川黎明出身であるということに付加価値をつけてほしいと思います。進路指導部を始め、教職員一丸と
なって、その貴重な期間をサポートします。 
       過去５年間の卒業生の進路             【大学受験・状況分析コメント】 

 各生徒とも学びへのこだわりを貫き、チャレンジ
精神をもって大学入試に挑みました。その結果、東
北大学５名、千葉大学３名、中央大学３名をはじめ、
多くの生徒が難関の突破を果たしました。在校生は
先輩の合格体験談を聞いたことと思います。先輩の
体験の全てが当てはまる訳ではありませんが、信じ
たことを継続して取り組んでいくことが大切です。
国公立大学には総合型で12名、学校推薦型で12名合
格し、全体では69名合格という過去最高の合格数を
勝ち取りました。近年、国公立大学では、一般選抜
の募集定員を減じて、総合型・推薦型の募集定員を
増やす傾向にあります。今後も、それらの入試への
挑戦が第一志望合格への鍵になってきます。 

                   過去４年間の大学合格率                     
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【専門学校・コメント】 
 高等看護専門学校に10名、それ以外の専門学校に21名が進学しました。専門学校へ進学する場合に注意が必
要なポイントが２つあります。進学するための明確な目的が必要だということ、学習環境が充実している専門
学校かどうか確認する必要があること、以上の２つです。手に職をつけるために有効な学校かどうか、入念かつ
十分な学校の研究や比較検討が非常に大切です。 
【公務員・民間就職・コメント】 
 公務員７名、民間就職２名でした。公務員に合格した先輩は、昼休みに実施される対策演習(適性
検査・数的推理)に真摯に取り組んでいました。民間就職について、優秀な生徒であることは採用決
定の重要なファクターですが、それ以上に職業適性やその生徒と企業との相性が問われてきます。 

           Ｒ７卒業生の進路詳細はこちらからご覧いただけます↑ 
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